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4 . 1 . 調査方法
本調査では、2019 年 7 月上旬から 1 ヶ月の間に 4 年制大学に通う男女計 60 人にアン
ケート用紙（福岡（2020）参照）を配布し、回答してもらった後、回収した。質問数は全
部で 46 問あり、無記名の回答として時間制限は特に設けなかった。質問内容は、問 1 か
ら問 9 までは回答者自身の幼児期から現在に至る英語学習経験についての質問、問 10 か
ら問 16 までは現在の英語学習意欲やその理由についての質問、問 17 から問 34 までは幼
児期から現在に至る家庭内の英語環境についての質問、問 35 から問 46 までは現在の英
語力を問う質問である。現在の英語学習の理由および家庭内の英語環境についての項目
では 4 段階尺度「1 = 当てはまらない、2 = 少し当てはまらない、3 = 少し当てはまる、
4 = 当てはまる」の回答形式を用いた。また現在の英語学習意欲についての質問でも 4
段階尺度「1 = 低い、2 = 比較的低い、3 = 比較的高い、4 = 高い」の回答形式を用いた。




の英語力を把握するために、日本英語検定協会が出している「1 級 Can-do リスト」、「準
1 級 Can-do リスト」、「2 級 Can-do リスト」から設問を 4 問ずつ抜粋し、英語力測定の
ための Can-do リストを作成し、それぞれ自分ができる項目を全て選択してもらった。





に 1 ～ 4 点で点数化し、回答者それぞれの合計値を現在の英語学習意欲とした。また回
答者の家庭内の英語環境については、問 17 から問 22 の回答を「当てはまらない」、「少
し当てはまらない」、「少し当てはまる」、「当てはまる」の順に 1 ～ 4 点で点数化し、そ
の合計点を回答者それぞれの家庭内の英語環境として扱った。最後に現在の英語力につ
いては、問 35 から問 37 までの「読む」、問 38 から問 40 までの「聞く」、問 41 から問
43 までの「話す」、問 44 から問 46 までの「書く」、それぞれにおいて回答者ができると
した選択肢の数から、4 技能それぞれを「準 2 級以下」、「2 級」、「準 1 級」、「1 級」とし
てレベル分けをした。レベル分けした回答を順に 1～ 4 点で点数化して合計点を出した。
その合計点が 13 点以上、9 点以上、5 点以上、5 点未満の 4 つのグループに分け、順に
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5 . 1 . 幼児期から現在に至る英語学習経験
回答者の学校での英語学習開始時期、学校外英語学習の経験有無、学校外英語学習の
開始時期や種別、継続期間やきっかけについて質問をした。
5 . 1 . 1 . 学校での英語学習開始時期
問 1 では学校での英語学習開始時期について質問をした。「小学校 5 年生」と回答し
たのが 27%（16 人）と最も多く、順に 17%（10 人）が「中学校 1 年生」、17%（10 人）
が「小学校 3 年生」、15%（9 人）が「小学校 4 年生」、13%（8 人）が「小学校 1 年生」、
8%（5 人）が「小学校以前」、3%（2 人）が「小学校 6 年生」であった。




5 . 1 . 3 . 学校外英語学習の開始時期
問 3 では学校外での英語学習の開始時期について質問したところ、「小学校以降から」
が 44%（22 人）で最も多く、順に「中学校以降から」が 34%（17 人）、「小学校以前か
ら」が 22%（11 人）という結果であった。中学校入学前に学校外で英語学習を開始し
ていたと回答する人が全体の約３分の２を占めた。
5 . 1 . 4 . 最初の学校外英語学習の種別
問 4 では最初の学校外英語学習の種別について質問した。46%（23 人）の人が「学
習塾」、44%（22 人）の人が「英会話教室」、2%（1 人）が「家庭教師」、8%（4 人）が「通
信教材」と回答した。「学習塾」と「英会話教室」の回答を合わせると、全体の 90% に
上った。
5 . 1 . 5 . 最初の学校外英語学習の継続期間
問 5 では問 4 で回答した最初の学校外学習の継続期間について質問した。24%（12
人）が「2 年未満」、48%（24 人）が「2 ～ 4 年」、14%（7 人）が「5 ～ 7 年」、4%（2
人）が「8 ～ 10 年」、10%（5 人）が「10 年以上」と回答した。「2 ～ 4 年」「2 年未満」
言語文化研究.indb   105 2021/03/16   10:19
─106─
と回答した人と合計すると 72% の人が最初に開始した学校外英語学習を 4 年以内に辞
めていることが読み取れる。
5 . 1 . 6 . 最初の学校外英語学習のきっかけとなった人物
問 6 では最初の学校外英語教育に取り組むことのきっかけとなった人物について質問
した。78%（39 人）の人が「父親」または「母親」からの影響と回答、4%（2 人）が「友
人」、18%（9 人）が「自分」と回答した。「兄弟姉妹」という回答は 0%（0 人）であった。
5 . 2 . 現在の英語学習意欲とその理由
回答者の現在の英語学習意欲と英語学習の理由について質問した。
5 . 2 . 1 . 現在の英語学習意欲
問 10 では、4 技能別に現在の英語学習意欲に最も当てはまるものを回答してもらっ
た。結果を図 1 にまとめると、まず、回答者の回答が 4 技能全てにおいて「比較的高
い」あるいは「比較的低い」に集中した。また「低い」あるいは「比較的低い」という
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5 . 2 . 2 . 現在の英語学習の理由
表 1 はアンケートで質問した現在の英語学習の理由を、道具的動機づけと統合的動機
づけに分類した表である。問 11 から問 16 の回答を「当てはまらない」、「少し当てはま











づけに関する項目の内、問 11 と問 12 はどちらも、「当てはまる」、「少し当てはまる」を
合計すると約 70% を占めたが、問 13 では「当てはまる」、「少し当てはまる」と回答し
























学生が多いと考えられる。問 15 と問 16 では、「少し当てはまる」、「当てはまる」と回答
した合計はそれぞれ 80% 以上および 60% 以上に達し、共に半数を超える値となった。
5 . 3 . 幼児期から現在に至る家庭内の英語環境
回答者の家庭内の英語環境、英語学習時間の指定や、親からの学習に対する関わり、
家族の留学経験や英語教育の経験、仕事や海外滞在経験について質問をした。











42 人 5 人 10 人 3 人
18．家族が洋楽を聞いていた。 34 人 4 人 14 人 8 人
19．洋書が家にあり、家族が読んで
いた。 49 人 10 人 0 人 1 人
20．家族が英語を話していた。 49 人 4 人 4 人 3 人
21．家族が海外のニュースや文化
について話していた。 32 人 9 人 17 人 2 人
22．英語の本を読み聞かせしても
らったことがあった。 53 人 5 人 1 人 1 人
問 17 から問 22 では家庭内の英語環境として家族と英語の関わりについて質問をし
た。結果は表 2 の通りであり、全ての質問項目において全体の 50% 以上が、「当てはま
らない」と回答した。しかし、問 18 は「少し当てはまる」、「当てはまる」と回答した
人を合わせると約 40% を占め、洋楽は家庭と身近な英語環境の要因として考えられる。
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5 . 3 . 2 . 親からの英語学習時間の指定








一方で、問 25 では親から褒められることがあったかを質問をした。23%（14 人）が「当
てはまらない」、13%（8 人）が「少し当てはまらない」、39%（23 人）が「少し当てはま
る」、25%（15 人）が「当てはまる」と回答した。問 24 と問 25 の「当てはまる」、「少し
当てはまる」と回答した人をそれぞれ足すと 25% と 64% であり、約 40% の差が生じる。
子どもの成績に対して怒るよりも、褒めることが多い家庭が多いと推測できる。
5 . 3 . 4 . 親や兄弟姉妹の留学経験
問 26 では親や兄弟姉妹の中で、留学経験者の有無について聞いたところ、20%（12
人）の人が「はい」、80%（48 人）の人が「いいえ」と回答した。問 27 では、この留
学経験者との関係を複数選択が可能な形で選択肢から選んでもらったところ、問 26
で「はい」と回答した 12 名中、「父親」と回答した人数は 1 名（8%）、「母親」は 6 名
（50%）、そして「兄弟姉妹」が 7 名（58%）であった。
5 . 3 . 5 . 親や兄弟姉妹の英語教育経験
問 28 では親や兄弟姉妹の中で、英語教育が盛んな学校に通っている、または通って
いた人がいるかについての質問をし、10%（6 人）の人が「はい」、85%（51 人）の人
が「いいえ」、5%（3 人）の人が「分からない」と回答した。問 29 では、問 28 で選ば
れた英語教育が盛んな学校の特徴を選択肢から複数回答可で回答してもらったところ、
「全員参加の海外語学留学」が 2 人、「留学生の受け入れ」が 4 人いた。その他に自由記
述欄から、「卒論を英語で書く」が 1 人、「同じ ALT が小 1 から中 3 まで一貫して指導
する」が 1 人であった。
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5 . 3 . 6 . 家庭のホームステイと留学生受け入れ経験
問 30 では家庭でのホームステイや留学生の受け入れの有無についての質問をし、
90%（54 人）の人が「なし」、8%（5 人）の人が「1 ～ 3 回」、2%（1 人）が「4 回以上」
と回答し、「なし」という回答が 90% と大半を占めた。
5 . 3 . 7 . 家族の英語に携わる仕事経験
問 31 では親や兄弟姉妹、同居する親族の中に英語科教員や英語に携わる仕事をする
人がいるかについて聞いた。3%（2 人）の人が「はい」、97%（58 人）の人が「いいえ」
と回答した。さらに問 32 でそれぞれ「父親」、「母親」という回答が 1 人ずつであった。
5 . 3 . 8 . 親の都合による海外滞在経験
問 33と問 34 では親の都合による海外滞在経験について質問した。「はい」と回答したの
が 10%（6 人）、「いいえ」と回答したのが 90%（54 人）の人であった。英語圏に滞在経験
がある回答者は3 人で、それぞれ 2 年 6ヶ月、1年、2 年 6ヶ月の滞在期間であった。一方
で非英語圏に滞在経験がある回答者はそれぞれ 9 年、6 年、4 年 3ヶ月の滞在期間であった。
5 . 4 . 現在の英語力
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5 . 5 . 学校外英語学習開始時期と学習意欲・英語力・英語学習の理由の関係
学校外英語学習の開始時期が現在の英語学習意欲、英語力、英語学習の理由にどのよ
うに影響を及ぼしているのか分析する。







問 3 で質問した最初の学校外英語学習開始時期を 4 つに分類し、問 10 で質問した現
在の英語学習意欲との関係について分析した。結果は表 3 の通りで、学校外英語学習の
開始時期と現在の英語学習に対する意欲にはやや弱い相関が認められた（η2 ＝ .19）。
5 . 5 . 2 . 学校外英語学習開始時期と現在の英語力の関係
表 4　学校外英語学習開始時期と現在の英語力の関係
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問 11 7 人（64%） 17 人（77%） 11 人（65%） 6 人（60%）
問 12 8 人（73%） 18 人（82%） 12 人（71%） 7 人（70%）
問 13 8 人（73%） 12 人（55%） 7 人（41%） 6 人（60%）
問 14 10 人（91%） 17 人（77%） 14 人（82%） 8 人（80%）
問 15 7 人（64%） 15 人（68%） 11 人（65%） 8 人（80%）
問 16 9 人（82%） 12 人（55%） 12 人（71%） 8 人（80%）
表 5 は問 11 から問 16 で、3「少し当てはまる」または 4「当てはまる」と回答した人の
合計人数を学校外英語学習開始時期毎に表にしたものである。問 13「将来海外で働く、ま
たは英語を話す仕事に就きたいから」という理由に対しては、小学校以前から英語学習を
開始した人のうち 73％が 3 か 4 と回答し、他のグループよりも高い割合となった。問 14「外
国人とコミュニケーションをとりたいから」という理由に対しても、小学校以前から英語学
習を開始した人のうち 90% 以上が 3 か 4 と回答し、他のグループよりも高い割合となった。
一方で問 15「英語が好きだから」という理由に対しては、学校外英語学習未経験である人










道具的動機づけ 8.6 （2.7） 8.5 （2.1） 7.9 （2.9） 8.7 （2.1）
統合的動機づけ 9.2 （2.7） 8.7 （2.9） 9.1 （2.6） 9.2 （1.6）
問 3 の最初の学校外学習開始時期を、「小学校以前」「小学校以降」「中学校以降」「学
校外学習未経験」の 4 つに分けて問 11 ～問 13、問 14 ～問 16 の現在の英語学習の理由
を動機づけ毎に分け分析した結果は表 6 の通りである。相関比を算出すると、問 11 から
問 13 の道具的動機づけにおいては、最初の学校外英語学習の開始時期とやや弱い相関が
あった（η2＝.12）。一方で問 14 から問 16 の統合的動機づけでは、相関が認められな
かった（η2＝.07）。
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5 . 6 . 最初の学校外英語学習のきっかけとなった人物と学習意欲・英語力・学習理由
の関係
表7　最初の学校外英語教育のきっかけとなった人と英語の各技能の学習意欲が高い人の関係
項目 父親または母親（39 人） 自分または友人（11 人）
リーディング 12 人 （31%） 5 人 （45%）
リスニング 20 人 （51%） 7 人 （64%）
ライティング 11 人 （28%） 4 人 （36%）
スピーキング 14 人 （36%） 6 人 （55%）
問 6 で最初の学校外英語学習開始のきっかけとなった人を「父親または母親」と回答
した 39 人と「自分または友人」と回答した 11 人の 2 グループに分け、問 10 の現在の
英語学習意欲の質問で、学習意欲が「高い」、「比較的高い」と回答した人数別に集計
し、分析した結果は表 7 の通りである。4 技能全ての項目において、「自分または友人」
がきっかけで学習を開始した学習者の方が、学習意欲が高いことが読み取れる。
表 8　最初の学校外英語教育のきっかけとなった人と現在の英語学習意欲・英語力の関係
項目 父親または母親（39 人） 自分または友人（11 人）
学習意欲の平均点（標準偏差） 8.8 （2.7） 10.2 （2.2）



























問 11 2.8 （1.1） 3.3 （0.8） 2.9 （1.2） 2.0 （1.4） 3.0 （1.2） 2.9 （1.1）
問 12 2.9 （0.9） 3.4 （0.5） 2.8 （1.1） 2.0 （1.4） 3.1 （1.1） 3.0 （1.0）
問 13 2.4 （1.2） 3.3 （1.1） 2.6 （1.1） 2.0 （1.4） 2.6 （0.8） 2.5 （1.1）
問 14 3.1 （0.9） 3.7 （0.8） 3.2 （0.8） 3.5 （0.7） 3.1 （0.7） 3.2 （0.9）
問 15 2.6 （1.1） 3.7 （0.5） 3.1 （0.9） 3.0 （1.4） 3.2 （0.8） 2.9 （1.0）
問 16 2.6 （1.1） 3.4 （0.8） 3.2 （1.0） 3.5 （0.7） 2.9 （0.6） 2.9 （1.0）
最初の学校外英語学習のきっかけとなった人について、「母親」、「父親」、「自分」、
「友人」、「学校外英語学習未経験」、「全体」で分類し、問 11 から問 16 まで、「当てはま
らない」、「少し当てはまらない」、「少し当てはまる」、「当てはまる」の順に 1 ～ 4 点を
数え、それぞれの項目別平均点と標準偏差を出して、表 9 にまとめた。問 6 で「父親」
と回答した人が、問 11 から問 16 全ての項目において現在英語学習に対して高い目的意
識をもって取り組んでいることがわかった。









6 ～ 12 点 13 ～ 18 点 19 ～ 24 点
4 ～ 8 点 18 人 0 人 0 人
9 ～ 12 点 30 人 9 人 1 人
13 ～ 16 点 2 人 0 人 0 人
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問 17 から問 22 で質問した家庭内の英語環境と、問 10 で質問した現在の英語学習意
欲の関係について分析し、結果を表 10 にまとめた。英語環境と、現在の学習意欲には、
統計的に有意な弱い正の相関が認められた（r＝.26,  p＝.04）。




6 ～ 12 点 13 ～ 18 点 19 ～ 24 点
4 ～ 8 点 14 人 0 人 0 人
9 ～ 12 点 26 人 4 人 0 人
13 ～ 16 点 10 人 5 人 1 人
問 17 から問 22 で質問した家庭内の英語環境と問 35 から問 46 で質問した現在の英語
力の関係について分析し、表 11 にまとめた。その結果、この 2 つには弱いながらも相
関が認められた（r＝.25,  p＝.049 ）。
5 . 7 . 3 . 親の英語学習への関わりと現在の英語学習意欲・英語力の関係
表 12　親から英語学習について褒められた経験と英語学習意欲の関係
褒められた経験 人数 学習意欲の平均点（標準偏差）
少ない 22 人 8.7 （2.8）
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表 13　親からの英語学習への関わりと現在の英語学習意欲・英語力との関係
親の関わり 人数 英語学習意欲の平均点 （標準偏差）
英語力の
平均点 （標準偏差）
少ない 19 人 8.7 （2.9） 10.0 （2.2）
多い 41 人 9.6 （2.4） 11.2 （2.5）
問 24 と問 25 では「英語のテストや成績について、親から怒られることがあった・褒
められることがあった」のかを聞いた。この 2 つの回答を、子どもの英語学習に対す
る親からの関わりとして、問 24 と問 25 の両方で 1 の「当てはまらない」または 2 の
「少し当てはまらない」と回答したグループ（「英語学習について親からの関わりが少な




















少ない 8.2 （3.3） 9.5 （2.7） 9.0 （2.0） 8.7 （2.9）
多い 9.0 （2.5） 11.0 （1.2） 11.0 （1.2） 9.6 （2.4）

















少ない 10.0 （2.2） 9.8 （3.0） 10.3 （0.6） 10.0 （2.2）
多い 11.0 （2.6） 12.4 （2.7） 11.0 （2.2） 11.2 （2.5）









































6 . 2 . 研究課題 2
次に、研究課題 2．「幼児期から現在に至る家庭内の英語環境は、現在の英語学習意欲
や英語力にどのような影響を及ぼしているのか」について考察する。本稿では幼児期か
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Abstract
It is widely accepted that children’s motivation to learn and their academic ability are influenced by 
early education, family environment, and parents’ commitment to their education. However, few studies 
on childhood education in Japan are specific to the subject of English learning, and it is not evident what 
factors in the family environment affect student’s motivation to gain proficiency in the English language. 
This study addresses the following four research questions: (1) How does the family interest in English 
education outside of school affect students’ current motivation to learn English and their English pro-
ficiency? (2) How does the presence of English in the home affect students’ current motivation to learn 
English and their English proficiency? (3) How does the involvement of parents in their children’s English 
learning affect students’ current motivation to learn English and their English proficiency? (4) How are 
students’ current learning objectives influenced by the difference between their mother and father’s in-
volvement in their English learning?
The methodology employed was a questionnaire that consisted of 46 questions inquiring about stu-
dents’ English learning experience, current motivation to learn English, English environment at home, 
and current English proficiency. The survey was conducted on 60 male and female university students, 
and the data was collected and analyzed without gender bias. The survey discovered that two factors, i.e., 
the interest in English education outside of school and the English environment in the home, have a rela-
tively strong influence on students’ current motivation to learn English. In addition, the English environ-
ment at home and the involvement of parents in English learning affect students’ language proficiency. In 
particular, the research results reveal that the students who were prompted by their fathers to begin early 
English education outside of school were more likely to learn English with a higher sense of purpose. 
This finding may support the results of Sasaki (2009), which show that the more actively fathers commit 
to after-school activities of their children, the higher self-esteem their children may have. Also, students 
who grew up in an environment where their parents are actively concerned with their children’s English 
scores tended to have higher English proficiency and motivation to learn English.
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